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１．砂浜の管理へ

平成11年の海岸法改正により、砂浜を海岸保全施

設として指定できることになったが、日々形状が変

化する砂浜を施設として管理する手法が明確でない

ことなどから、海岸保全施設として指定された砂浜

はまだない。この状況を打開するために、国土交通

省水管理・国土保全局では「津波防災地域づくりと

砂浜保全のあり方に関する懇談会」（以下、懇談会）

において、PDCAサイクルによる砂浜の管理スキーム

（図-1の大枠のサイクル）導入議論を進めている。

その議論は、従来の「施設整備による砂浜の保全・

回復」から「砂浜の永続的管理」への意識変化を促

すものである。

２．管理スキームにおける海浜変形予測の活用

管理スキームで、現場における事業推進や維持管

理は図-1に示すようにDOを推進する「入れ子レベル

の事業群」となる。入れ子レベルの事業群は、目的

達成に必要となる様々な時・空間の事業や業務を含

んでおり、PDCAサイクルを回す重要な役割を担う。

入れ子レベルの事業群の管理や見直し等の判断で

は、定期深浅測量の断面毎の測量結果と計画時に用

意したその年の海浜断面予測形状を比較する。海浜

断面予測形状の計算（海浜変形予測計算）は、土砂

収支の変化を再現するため沿岸全域を網羅する必要

があり、数十年程度の期間について予測する。

３．砂の動きから海浜変形予測の精度を向上

海浜変形予測計算は、各断面を通過する沿岸漂砂

量の収支から地形変化を求める手法が一般的である。

沿岸漂砂量は、実験等で得られた水深方向の分布式

で示されている。

本研究では、その分布式の精度向上のため、複数

の波浪条件や人工リーフ・突堤の設置を考慮して、

水理模型実験を実施した。人工リーフ等の周辺での

面的な流れの測定や、漂砂トラップにより砂の沿岸

方向の移動量を直接測定することで、海岸における

砂の動きが定量的に把握された。図-2中に示したよ

うに、従来式と実験結果は分布形が異なっている。

また、波浪条件に応じた砕波による砂の浮遊、波の

遡上や人工リーフによる流れが沿岸漂砂量の分布に

影響する。これらを実験から把握して沿岸漂砂量分

布式の更新を進めている。

☞詳細情報はこちら

1) 野口賢二ら(2018), 人工リーフの設置による沿岸漂砂

量の変化に関する水理模型実験, 土木学会論文集B2(海岸

工学), 2018, 74 巻, 2 号, p. I_943-I_948.

https://doi.org/10.2208/kaigan.74.I_943
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図-1 管理スキームの体系
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図-2 実験の状況と水深方向沿岸漂砂量分布の例
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１．はじめに 

わが国では、1970年代のオイルショック時に硬質

瀝青管が下水道取付管等に使用された事例が存在す

る。硬質瀝青管は、紙の管にコールタールを含浸さ

せて強度を持たせた管であり、コンクリート管と同

等の強度を持つとされていた。 

布設から40年以上経過した現在、硬質瀝青管には、

水ぶくれ（写真-1）による閉塞や破損といった問題

が多発しており、対策が急務となっている。しかし、

硬質瀝青管は製造方法や特性等に不明な点が多く維

持管理方法が確立されていない。 

写真-1 硬質瀝青管の水ぶくれ 

そこで、維持管理方法を確立するために試験を実

施し硬質瀝青管の特性等について調査した。 

２．調査概要 

試験は劣化試験、強度試験、洗浄試験を実施した。 

劣化試験は、硬質瀝青管試験片を洗剤溶液に浸漬

させ、コールタールの溶出及び試験片の変化につい

て確認した。また、強度試験は、日本下水道協会規

格に準じ、布設されていた硬質瀝青管の残存強度に

ついて確認した。洗浄試験は、洗浄ノズル及び圧力

を変化させ、高圧洗浄を行い、洗浄の可否について

確認した。 

３．調査結果 

劣化試験では、洗剤溶液への浸漬によって試験片

のコールタール含有率が低下することが確認できた

ことから、洗剤の使用が硬質瀝青管の劣化に関わっ

ていることが示唆された。 

強度試験では、水ぶくれの程度が大きいほど強度

が低下しており、破損しやすくなっていることが確

認できた（表-1）。 

表-1 強度試験結果 

また、洗浄試験では、水ぶくれが発生している管

で洗浄力の最も高いノズル（旋回ノズル）を使用し

た場合、水ぶくれ部分の除去が可能であったが、管

が破損し穴があいた（写真-2）。その他のノズル（後

方噴射ノズル、前方噴射ノズル）では管は破損しな

かったが、水ぶくれ部分の除去は困難であった。 

写真-2 洗浄試験で破損した管 

４．今後の予定 

今回の試験より、硬質瀝青管の特性を把握するこ

とができた。今後は、水ぶくれの程度に応じた異常

判定基準（案）や維持管理の考え方を検討し、最終

的に、硬質瀝青管の維持管理に苦慮している、地方

公共団体向けの技術資料としてとりまとめていく予

定である。 

管内面の水ぶくれ程度 破壊荷重(kN)

なし 25.12

円周約1/2に水ぶくれ有 21.78

全円周に水ぶくれ有 14.46
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